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１．日本ブレーキ工業㈱グループ紹介

浪江日本ブレーキ㈱ 福島県浪江町

【千葉事業所】
千葉県山武市

【本社】
東京都八王子市

【広島事業所】
広島県呉市

●

●
常
磐
線

上野駅より３時間

主要生産品 ⇒ ディスクパッド
200万個／月

浪江駅

上野駅

《２輪車用》 《４輪車用》

③
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２-１会社概要

所在地 福島県双葉郡浪江町

創 立 １９９０年１１月(平成２年)

資本金 ９千万円

年間売上高 ７１億円（06年度）

従業員数 ２０３名（07/9）

平均年齢 ３４.２才

土地面積 122,178㎡（３万７千坪）

２．浪江日本ブレーキ㈱紹介

④
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土地 122,178㎡（３万７千坪）
建家 12,310㎡（３千７百坪）

製品倉庫

本館事務所

資材倉庫

食堂
（旧事務所）

192m

52m

２．浪江日本ブレーキ㈱紹介

調整池
２-２工場敷地レイアウト ⑤
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２-３各種マネジメントシステム取得状況
項 目 内 容 取 得 日

ＩＳＯ９００２
?

ＩＳＯ９００１

品質マネジメントシステム

（品質国際規格）

‘９６年１１月取得

ＩＳＯ１４００１
環境マネジメントシステム

（環境国際規格）
‘９９年８月取得

ＱＳ-９０００
↓

ＴＳ１６９４９

自動車業界用品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

（自動車部品取引用品質国際規格）

‘００年３月取得
?

‘０８年１月取得予定

ＯＳＨ-ＭＳ
労働安全衛生マネジメントシステム

（労働安全衛生規格）

‘０２年１月
（社内で運用中）

２．浪江日本ブレーキ㈱紹介

⑥
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３．災害発生対応

３-１災害発生時の処理フロー図
重大災害発生（火災など）

地域・官公庁への連絡

〔災害対策本部〕設置（詳細別紙）

「災害報告書」作成

本部長：代表取締役

作成：当該部門長
承認：代表取締役

担当：総務係

外部への情報発信

災害 の 対 応 実 施

是正／予防処置の実施

手順書見直し
担当：総務係

現在まで
重大災害発生無し

記 録 の 保 管

⑦
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３-２工場防災組織図

職場防火団特 設 団

特 設 消 化 団

警 備 団

総務・救護団

施 設 団

本部長：代表取締役

初期消火活動

入出門の車両来場者規制

対外との連絡及び負傷者の救護

設備の防護

消火活動及び延焼防止

災害対策本部

３．災害発生対応

原 料 班

成 形 班

加工仕上班

産 機 班

事 務 所 班

⑧
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実施頻度 ：１回／年
訓練内容 ：火災発生を想定し、迅速

且つ安全に対応出来るよ
う訓練

３-３．防災訓練

３．災害発生対応

⑨
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４．リスクコミュニケーション

４-１情報処理フロー図
環境情報発信者（外部または内部）

記 録 保 管

回 答

「環境情報報告書」作成

発信者への「報告書」作成
作成：環境安全推進Ｇ
承認：環境管理責任者

環境安全推進Ｇ

受付（総務係又は環境安全推進Ｇ）

対策内容審議・回答要否決定 審議：
環境・安全衛生委員会

対 策 実 施

是正／予防処置の実施

手順書見直し

否 要

⑩

回答
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５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

①90年11月に藤橋地区に工場創立したが、常々地域
住民との『コミュニケーションの場を持ちたい』
と考えていた

②創立数年後、地域住民代表（行政区長他数人）より
工場見学の申し入れあり

５-１-１実施のきっかけ

③快く受け入れ、代表者の工場見学実施（数年続く）

⑪
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⑤絶好の機会と考え、当時の総務部長と行政区長
の間で話し合い実施（当社於いて）

・実施日
・準備物
・当日のスケジュール など

５-１-２実施のきっかけ

④一方、地域住民もどのような企業なのか、興味
があった。（地域住民の声）

⑥第１回藤橋親睦会実施（99年10月）・・・毎年実施

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑫
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８：３０ 開会挨拶
・町役場にも声を掛けて、助役、住民生活課長
も参加して頂きました。

８：４５～１０：００ ソフトボール、又はグランドゴルフ

（道具は各自持ちより）

１０：００～１１：００ 工場見学、環境への取り組み説明

（ISO14001：環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ取組み説明）

１１：００～１３：３０ バーベキュー

【会社側】

・バーベキュー道具及び具材（肉、野菜など）

【地域住民】

・けんちん汁、おにぎり ⇒当日お母さんの手製

５-２当日スケジュール

準
備
物

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑬
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参加者 地域住民：約４０～５０人
会社側 ：約３０人

５-３集合写真

大人から子供まで
多くの人が参加

地域住民には、回覧板で参加を呼びかけ

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑭
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車展示 町役場（助役）の参加

ディーラー（ホンダ車販売店）にも参
加頂き、当社製品が組み込まれて
いる車を展示

助役にも、挨拶を頂きました。

５-４開会挨拶

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑮
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説明内容 ①省エネ、ゼロエミッション実施状況
②環境負荷低減：ＶＯＣ対策、臭気対策
③奉仕活動 など

５-５環境の取り組み説明

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑯
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工場見学 新事務所見学

製造工程の説明
（説明者：代表取締役）

引き出しの文房具に至るまで５Ｓを
実施（姿置き）

５-６工場見学

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑰
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飲みにケーションを通して、懸念事項の情報収集

５-７バーベキュー

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑱

『今年の親睦会実施日：０７年１０月２１日（日）予定』



10

©2006.JAPAN BRAKE INDUSTRIAL CO., LTD, All rights reserved. 19

・親睦会は毎年実施してほしい

・コミュニケーション（飲みニケーション）の場ができて良かった。

・工場見学をして不安が払拭できた。

・環境の取り組みがすばらしい（臭気対策、省エネなど）

・事務所がきれいで驚いた。

・腰痛対策など作業者の安全に気配りされている。

５-８出席者からの感想

５．リスクコミュニケーション（藤橋親睦会）

⑲
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工場見学校数 １０～１５校／年

なるべく専門用語を使わず、分かりやすく説明

５-９小中高学校生の工場見学受け入れ

５．リスクコミュニケーション（その他事例）

相馬農業高校 ３１人 双葉南小学校 ３８人 葛尾小学校 ２６人

浪江高校津島分校 ３４人 浪江小学校 ８４人 小高小学校 ８３人

小高中学校 ４６人 苅野小学校 ３８人 ロータリークラブ ５６人

〔０７年４月～１０月実績〕

⑳
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５-９地域住民への脱臭装置設置の説明

５．リスクコミュニケーション（その他事例）

現在は物量増加
に伴い、脱臭機を
２機設置（直燃式）

１号機設置した際、地域住民に説明
（００年１２月）

21
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６．地域ボランティア活動
６-１クリーン作戦

場 所 ：工場周辺（約４００ｍ）

頻 度 ：１回／年 (６月環境月間）

参加者 ：約４０人

実 施 ：９９年より継続

22
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